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麻しん風しんの第 2期・第 3期・第4期予防接種の

未接種者に対する積極的な勧奨等について (依頼)

標記のことについて、別添のとおり平成22年 3月 8日付け健城発 0308第 1号により厚生労

働省健康局結核感染症課長から協力依頼がありました。

本年 2月 18日 に公表された「平成21年度麻しん風しん予防接種 (第 2期～第4期)実施状況

(2009年 12月 31日現在)」 によると、昨年4月 1日 から12月 31日 までの麻しん予防接

種実施状況の全国平均の接種率は、第 2期 (小学校入学前 1年間)が 67.3%、 第 3期 (中学 1

年生相当)が 65。 8%、 第4期 (高校 3年生相当)が 56.6%で あり、各年度の麻しんの定期

予防接種の接種対象期限が3月 31日 までであることから、学校及び学校の設置者においては、地

域の保健部局等と連携の上、麻しん風しんの第 2期・第 3期 。第 4期予防接種未接種・未罹患の者



に対する接種期間に係る情報提供及び接種勧奨をしていただくなど、今年度中の接種が促進される

よう適切な対応をお願いします。

また、来年度の入学予定者が今年度の定期予防接種対象者に該当する小学校及び大学等 (専修学

校・各種学校を含む)については、入学予定者のうち、イヽ学校については第2期 (平成 15年 4月

2日～平成 16年 4月 1日生まれの者)に該当する者に対し、既に平成14年 3月 29日付け13

文科ス第489号でお願いしているように就学時の健康診断において、大学等については第4期     
・

(平成3年 4月 2日～平成4年 4月 1日生まれの者)に該当する者に対し入学手続の機会等を利用      
・

して、市区町村の公費負担による接種の機会があることの周知や未接種の場合には入学前に予防接

種を受けるよう指導や周知することなどt適切な対応をよろしくお願いします。

なお、これらのことについて、都道府県教育委員会においては域内の市区町村教育委員会に対し

て、都道府県私立学校主管課においては所管の私立学校等 (専修学校・各種学校を含む)に対して

周知していただくとともに、適切な対応がなされるよう御指導についても併せてお願いします。

(参考ホームペ‐ジ)

○文部科学省ホームページ

「麻しんの予防接種勧奨リーフレットについて」

http://m mext.go。 」p/a_menu/kenko/hoken/08032517.htm

「学校における麻しん対策ガイドラインについて」

http://wwwo IIlext.go.jp/a_menu/kenko/hoken/o8040804.htm

O国立感染症研究所感染症情報センターホ‐ムページ

「自治体における接種勧奨の取組事例」

http://idsc.niho go.jp/disease/measles/05.html

「接種促進のための教育啓発ツール」

http://idsc.nihi go.jp/disease/measles/02.html

本件担当

文部科学省スポーツ。青少年局

学校健康教育課 保健指導係

目肇言舌 03-6734-2918 (雇 塁更塾)



平成 21年度に麻しんについて説明した会議

文部科学省スポーツ・青少年局学校健康教育課

1.健康教育行政担当者連絡協議会

開催日 :平成 21年 6月 1日 ～2日

説明内容 :2008年度麻しん予防接種率、麻しん対策で効果的だらたポ

イント等 (第 3回麻しん対策会議資料を紹介)

2.都道府県 目指定都市 スポーツロ健康教育・青少年主管課長会議

(平成 21年度第 1回 )

開催日 :平成 21年 10月 28日

説明内容 :文部科学省が平成 21年 7月 16日付けで発出した通知につ

い ¬〔

3.都道府県 目指定都市 スポーツ・健康教育・青少年主管課長会議

(平成 21年度第 2回 )

開催日 :平成 22年 1月 28日

説明内容 :文部科学省が平成 21年 7月 16日付けで発出した通知につ

い ¬〔



麻しん対策推進会議
平成22年 3月 10日 (水)国立感染症研究所

KT

秋田県の麻しん対策における
教育庁と健康福祉部の連携

秋田県教育庁保健体育課

秋田県健康福祉部健康推進課

岸本 かおる

滝本 法明

T

H19.12.19～ H20.3.14

秋田県麻しん届出件数

n〓 158

秋田中
1件

大館市 104件

鐵轟



平 成 20年  1月 22日

各 ′Jヽ 。中学校長 手雲

大館市教育委員会
教育長 仲澤 鋭蔵
鮮 校教育課担当)

麻しん予防接種未接種者への出席停止の取扱いについて 臨 通知 )

大館市では、昨年 12月 より約 lヶ 月で発症者が黒計で 40人を超える事態
となり、また、 ここにきて急速に感染拡大する恐れがあることから、専門医等
の構成による大館市予防接恒協議会及び大館市麻しん緊急対策部において非常
事態宣言がなされたところであります。
これを受け、今後の感染拡大防止及び 2月末までの麻しん終息を目標とし次
のとおり対応して項 くよう通知いたします。

①  リクチン未接種者 (装種歴ギ哺者を含む)に対し、速やかに更なる最種勧彙
(中 略 )

平成 20年 1月 28 時点 での麻 しんワクテン

者を含む)につい ては同 日から と協議の うえ出席停止 (

乗 による枢大防止措置 )の対応をして項 くようお願いい た
者へ出席停止 の連絡をす る場合は、麻 しん感染轄 大防止 の

お、保護

であ る事を

理解い ただき誤解 を生 じなぃよう十分注意して くだ さい 。

県北地区県立学校長 様

教 高 -1835
平成 20年 1月 23日

参事 (兼}保健体育課長

高校教育課長

特別支援教育課長

麻しん感染拡大防止について (通知)

(一 部 略 )

大館市では「非常事態宣言」を出して、対応を強めております。

また、届Hlのあつた患者のうち、予防接種を受けたことがない者 37件、予防接種を受
けたか不明の者 9件、合わせて46件、94%を占めております。
つきましては、今後の学校における麻しん感染拡大防止のため次のとおり、対応をお願

いします。

なお、教職員に関しても、麻しん租患歴が不確かな者に対しては、同様に接稲勧奨を強

くお願いします。

1 麻しんワクチン未接種者及び接種歴不明者 (麻しん罹患歴のある者を除く)に対し、
速やかに接糧勧奨1‐ること.

2 麻しんワクチン未接種者及び接前歴不明者 (麻しん羅患歴のある者を除く)について
は、学校医と協議の Ĺ、 出席停止 (学校保健法第 12条による)の対応をとること.
予防接種後、出席停止を解除すること。

3 LTl席停止に該当する児童・生徒については、外111を控えるよう指導すること.
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H19.12.19～ H20.3.14
大館市 104件 夫館保健所

平成 20年 1月 23日 北鹿断聞

秋田県麻しん届出件数
n=158

秋田
1件

T

大館市教委

雄
し
効
感
微
対
策
部
も
非
常
事
態
宣
言

称轟
塾
嚢
饒
く
出
席
停
止
を
求
め
る
西
針

を
固
め
た
。
保
健
セ
ン
タ
ー

で
聞
い
た
市
緊
急
対
策
部

〈
部
長

・
斎
藤
誡
市
民
部
長
）

で
報
告
し
、
各
小
中
学
校
に

遇
知
し
た
。

対
策
部
に
よ
る
と
、
２Ｌ
日

ま
で
の
未
繕
欄
者
は
小
中
学

生
て
２
２
０
人
．
数
養
が
県

に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
発
症

の
恐
れ
が
あ
る
子
ど
も
に
対

す
る
出
席
停
止
ほ
法
的
に
間

題
な
い
と
の
見
解
を
受
け
た

た
め
、
口
染
獄
人
防
止
を
目

的
に
実
施
す
る
こ
と
に
し

た
。
出
居
停
止
期
間
に
つ
い

て
筈

璽

言

蝙

Ｄ

主

く
決
め
る
こ
と
に
し
て
い

る
。市

立
幼
構
園
や
保
童
所
で

大
館
市
麻
し
ん
緊
魚
対
策
都

の
會
籠

は
少
飲
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

鋼
当
課
は
未
撥
縦
者
に
対
し

早
期
接
輌
を
強
く
働
き
か
け

る
程
度
に
と
と
め
る
こ
と
に

た

ｔ
習

墨

唇

肇

た

の
は
Ю
代
ｌ
人
て
、
昨
年
１２

月
か
ら
計
４２
人
と
な
っ
た
。

窓

翼

只

、
賀

４

人
、
Ю
代
“
人
、
１
　
６
載

１
人
、
１
歳
未
満
総
人
．

対
策
部
は
同
日
、
市
予
防

擦
籐
協
議
会
（会
長

・
佐
藤

祥
男
大
館
北
秋
田
医
師
会

二も
に
同
出
す
る
形
で
非
常

事
態
宣
言
夕
量
苓

。̈
広
報
や

↑

夫

多

て
震

掲

知
す
●
Ｉ
二
姜
ぢ
畳
花
す

一

る
こ
と
に
し
た
。
認
可
基
保

一

事

霰

発

稚
興
奨

、
一

李

、
食

婚

し
ζ

量

期
の
予
防
釜
壼
夕
書
議
し
て

一

い
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

全
県
麻
し
ん
緊
急
会
議

２９
日

・
秋
田
市

県

は
２９
日

午

後
１
時

か

ら
、
市
町
村
の
予
防
撻
櫃
損

当
や
教
春
職
員
を
対
象
と
Ｌ

た

厭
し
ん
対

策

緊
急
会

議

を
、
秋
田
市
の
県
総
合
保
皿

セ
ン
タ
ー
で
聞
く
．

平
元
小
で
集
団
旦
那

１
、
２
年
生
石

饗

雫

僣

農
角
中
敦
委
に
２
日
入
っ

た
通
稲
に
よ
る
と
、
平
元
小

学
校
尖
露
彊
聾
撃
１
１
２
６

で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
と
み
ら

れ
る
集
田
風
邪
が
発
生
し

た
。
欠
席
が
相
次
い
て
い
る

１
，
２
年
生
の
授
業
を
切
り

上
げ
、
２２
日
か
ら
る
日
ま
で

の
間
、
綸
食
後
に
下
校
さ
せ

る
指
置
を
取
っ
た
。

１
重

ズ

、
鼻

箋

人
の
う
ち
、
４
割
余
り
が
欠

儒
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

■
人
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

診
断
さ
れ
た
。



K

未接種者の出席停止効果 :秋田県大館市
n=560

ごヾヾ∫ご

秋田県麻しん風しん第3期日第4期
‐ K

予防接種状況調査

◆目的

学校の実情に応じた適切な麻しん対策を図るため、

学校における接種率を把握し、各学校の保健管理

に役立てる。

◆対象

県内全ての中学校、高等学校、特別支援学校

(国公私立すべて)

人
９。　
，網「‐‐７。‐「
‐
馴
―
訓
判
ｌ
ｄ
‐
＾^‐判
‐
２。‐

1/15公費補助
接種開始

ごご Jご ご ごごご が 絆ヂ

1/15

未接種者数
中学生256
小学年247

1/21

134
220

1/28

12
1

2/6

0
0■

2/4

1

0
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第4期接種率調査票

在
籍

数

接種率
(%) ｂ・対
象
者

ｃ・接
種
者

d.対象者の内訳
o。 接種者の
内訳

未
接

種

不

明

既
罹
患

貶
回
接
種

開
回
接
種

１

回

目

２

回

目

３

回

目

1年生 275 0 0

2年生 273 0 1 0 1

3年生 275 92.7 275 255 0 0 公
Ｕ
■
■ 14 215 34 214.

η
′

合 計 823 92.4 276 255 0 0 0 0 0 0 0 0

K

学校における取組み
～麻しんワクチン接種勧奨～

ポスターの掲示

国が作成したチラシの配布

保護者向けの通知

個別の働きかけ

教職員への周知

本人向けの通知

集会等での集団指導

具体的な取組内容

その他

10



市町村担当者と養護教諭を交えた会議

平成21年 10月 17日

麻しん担当者会議 (午前 )

麻しんシンポジウム (午後 )

第4期平成22年7月「これであなたも麻しん博士調査」

丁

・ 実施
・ 対象
・ 生徒
・ 保護者

平成21年 7月 16～21日

秋田県内公立高校17校

95.8%(613人中、587人 )
63。6%(612人中、389人 )
生徒 保護者

配布数 回答数 回収率 配布数 回答数 回収率

県北6校 205 202 98.5% 205 132 64.4%

県央5校 182 175 96.2% 182 107 58.8%

県南6校 226 210 92,9% 225 150 66.7%

計 613 587 95.8% 612 389 63.6%

12



2008年 4月 から5年間t日本でも、これまで1回しかワクチンを受けで
いない人については、中1と高3のいずれかの年に麻しん風しん混
合ワクチンを公費負担で接種することになつたのを知っていますか?

保護者
未記

入・菫

複回答
19

未記入・

重複回
答,65,

高校生

歓ロロ小E●●含
●●小 松 和 男

「知らなかつた」
口秋田の高校生は半数
「知つていた」

・

口保護者7割、高校生3割

2008年 7月 :関東宙校生

未記入
19

平成22年4月
秋田県はしか

排除推進月間

・ 関係者が一体
となつて効果的

に啓発を行い

接種勧奨する はしか予防接種の大切さ

20年ほど口.歓日員のはしか大
=行
が取まつてからしllらくして新mに ある0最の

教Eがありました。
1それ
`て
元気に■つていた,力字がはしかこかかつてしましヽ あつという間に亡くなつ

てし●つた もし、ちゃんと予肪螢積して1吼は、はしかにかからずにすんでいたかとB
うと本当に残3でならなし、なは ,が子にちゃんと予防燎■をしてあけなかつたのか
本当に■力呼に申しat・し、 j

というような文口てした

,″は今ても それまで売■だつた人がはしかにかかると0モ澪こすかもしれなぃと
いうことを8れてはなりません。なせならE学は8菫月歩で■,していまTが 未だに
はし,の囀勁■はあり●せん.そして死亡率は20●●と発と,わ ,て いないのが■状で
■ 峰―.,お織●がはしかから守る方法なのて●.

1歳児、5～ 6歳児、中 1と高3年齢相当者は
定期予防接種対象書で■ 予防機種を受けましよう :

N卜230

はしか患● 1人から、

日じ里日にいる

見臓のない人15～20人が
■彙、発Eすることを !
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第3期―中学校での接種状況 (平成21年 12月末)

接種者 対象 接種率

八峰町 59人 62人 95.2%

三種町 163A 164人 99.4%

井川町 43A 44人 97.7%

湯沢市 537A 540A 99.4%

東成瀬村 19人 19人 100.0%

821A 829A 平均99.0%

市町村と学校、学校医が数回にわたって打ち合わせ

を行い、放課後等に学校にて実施した

学校で接種できなかつた生徒にも、接種しやすい体制

を整備した
15



資料 6

茨城県立波崎高等学校
MR混合予防接種の取り組み

茨城県立波崎高等学校

養護教諭 長谷川 純子

神栖市の高等学校との連携



平成20年度の取り組み
■1個別接種の勧奨
■2保健指導の実施 (各クラスにて実施)
■ ・はしか (麻しん)・風しんの症状について
■ ・予防接種の金額について
■ ・就職や進学のときに必要であること
■3リーフレットを配付する。
■ (文科省・厚生労働省から発行されたもの)

平成20年度の個別接種率 (第4期 )

神栖市在住生徒の接種率(第4期 )

24.2% □接種者数

■未接種者



個別接種から集団接種ヘ



4月 20日 集団接種
(前日までの準備 )

・ 1接種人数の把握・報告
■2
■3
■

■

■ 4

■

予診票の回収 (担任へ依頼する。)

麻疹教育啓発用DVDを各クラスで見せる。
「はしかから身を守るために」

(国立感染症研究所感染症情報センター)

体温計の配布準備 (各クラスごとに)
・保健センターから前日に200本届く。

■5学校医へ連絡

学校での集団接種 (流れと役割分担 )
■

■

ロ

■

ロ

■

■

■

ロ

■

ロ

■

ロ

■

■

■

1朝の検温 (保護者)
2予診票確認と人数報告  (学校)10:00まで
・記入漏れや押印などの形式的な確認

・健康面で心配な生徒の報告

3ワクチンの準備 (市 )
4´ 直前の検温 (学校)

・昼食後だと体温が上昇するので=食べる前の直前か?
5予診票のチェック(市 )
6整列(学校)
・予診票を市へ預けた後生徒に持たせる。

7医師への連携・報告(市 )
8予診(予診医)
9消毒(市 )
10接種医介助 (市 )
11接種 (接種医)
保健センターから接種の流れについて,事前にFAXが届く。



4月 20日 集団接種 (当 日の準備)

■1接種人数の再確認
■210時までに保健センターヘ人数報告
■3体温測定
■ (2校時終了後教科担任へ依頼)
■4予診票の回収とチェック

■

　

■

　

■

予防接種当日の人数報告

○本日の接種予定人数 ( 人 )

○本日希望していたが欠席・体調不良等で

実施できない人数 ( 人 )

■※ 朝9時までにこの用紙を保健室まで提出
■  してください。



平成21年の集団接種率 (第4期 )

神栖市在住生徒の接種率
(第 4期 )

国接種者数

■未接種者■ 6%

□ 94%

・ 1接種人数の把握 (接種済み証の配布)
■2未接種生徒への対応
■ (個別接種のお知らせ作成・配布)

■3市外 (千葉県銚子市)生徒への個別接種
■ キ旨導

事後の対応



本校集団接種の効果 (第4期 )
(昨年度と比較して)

平成20年度の接種率

改善された点 (良かつたこと)

・
・接種率が上がった。

平成 21年度の接種率

○機種率 UP 約 1。 2倍に増
※未機種者は 1/6に減少

負
ことにより,教職員,生徒,保護者
口 0



■

　

■

苦労した点
口保健センターから生徒の自宅へ郵送された予診票を担任に回収しても
らうのが大変だつた。(捨ててしまった生徒がいた。)
・内科検診と同時進行で,とてもあわただしかった。
日市外 (千葉県銚子市)在住生徒への対応について

・ 改善点
■ 口市と検討し,通知の時期については事前に学校へ連絡し,担任から予
診票を捨てないよう指導する。
■ ・DVDを4月 当初Or2年生の終わり(3月 頃)までに見せて指導する。
・  口市外 (銚子市)在住生徒への対応を市に検討していただく。

ご静聴ありがとうございました。



2010年3月 8日現在

麻しん対策技術支援チニム

{厚生労働省健康局結核感業症課、

*47都道府県および地方衛生研究所を有する23市

1.地方衛生研究所における検査体制
1)所管区域内の自治体(保健所)からの依頼に基づく行政検査で
のウイルス分離同定に関する費用徴収の状況

■ :全て有料(2市)        札幌市
E]:一部有料(6都県 :有料対象 :23区および中核市)

目 :全て無料(39道府県+16市 )

E]:検査未実施(2県 +5市 )
横浜市

横須賀市

長野市 仙台市

さいたま市

千葉市

北九州市

静岡市
浜松市
名古屋市

四日市市

函館市

堺市

和歌山市

1

福岡市

「

川崎市



1.地方衛生研究所における検査体制
2)所管区域内の自治体(保健所}からの依頼に基づく行政検査で
のPCR解析に関する費用徴収の状況

■卜全て有料(2市)

匡]:一部有料o都県:有料対象;23区および中核市)

□l:全て無料f40道府県+18市 )
E]:検査未実施(1県 +3市 )

「1.地方衛生研究所における検査体制
3)所管区域外の自治体(保健所}からの依頼に基づく検査{依頼
検査等)受け入れの可否

■ :可能(15道府県+4市 )
El:不可能(31都府県+16市)

□ :検査未実施(1県+3市 )

「



2.保健所における検査体制
1-1)保健所からの検査診断依頼先

□1:地方衛生研究所

“

5都道府県+18市 )

E]:日立感染症研究所o)

■卜民間の検査機関(1県+1市)

□ :検査未実施(1県+4市 )

「2.保健所における検査体制
1-2)医療機関から麻しんの届出があったとき、保健所は医療機関
に対し臨床検体の提出を依頼しているか

□ :はい、している25府県+10市 )

■ :いいえ、していない(19都道県+8市)
□ :O検査未実施(1県 +4市 )
O依頼先が地方衛生研究所以外(1県 +1市 )
O依頼先が未回答(1県)

3



沖縄県の麻しん対策について  1資料
8

～診断から検査の流れを中心に～

沖縄県福祉保健部医務課 結核感染症班 班長 糸数公 098‐866…2169

・ 沖縄県はしか“0"プロジェクト委員会 (H13)
―Hll…H13の流行で手L幼児が9名死亡
―小児医療、保健、行政、保育関係者等で構成
―はしか“0"キャンペーン週間の創設

・ 麻しん全数把握実施事業 (H15)
一医師からの届け出～ウイルス診断の流れ

・ 麻しん対応ガイドライン(H15)
―レベル0日 1● 2日 3に分けて、対応を示す
―流行時(レベル3)では、生後6～ 12ヶ月未満児への公費
での接種について、市町村に働きかける

沖縄県麻しん発生全数把握実施要領 (H15「 )

関係機関の役割を記載

・ 医療機関

―疑い例を含め、診断した医師は直ちにFAXにて保健所に
連絡する

一検体採取マニュアルに基づいて、検体を確保する

・ 保健所

―検体を医療機関から受け取り、輸送する
一患者や家族から情報収集し、追跡調査の準備を行う

・ 沖縄県衛生環境研究所

―PCR検査を実施する
0本庁 (医務課 )
―情報をとりまとめて、関係機関へ還元する



衛生環境研究所 県庁 (医務課)

1.受診
2.診断

4.検体

輸送
5,PCR
検査

6.確定
7.届出
8.追跡

3.保健所へ連絡

沖縄県麻しん
発生全通把握
事業に基づき、
関係機関に

情報還元

沖縄県麻しん
発生全通把握
事業に基づき、
関係機関に
情報通元

半
日
～

一
日
半
後

2診断(疑い
→検体確保

ｂヽカ者

！

触
症
接
発

※これ以降は、上記の1～8が繰り返される
※最後の患者が発生して4週間以内に新規患者が出ければ、終息とする

図2.ライブコンサートを中心とした集団感染における疫学調査に基づく

症例間のリンク

○ネ刀発例

○二次感染例

同僚     1:層撃孵歩

家庭内で接触

Nol:"歳 男性
No 2: 21歳 女性
No 3:12歳 女性
No 4: 9歳 男性
No 5:22歳 男性
No 6:29歳 男性
No7:20歳 男性
No O:"歳 男性
No 9:11歳 男性
No 10:9歳 男性
No ll:24畿 男性
No 12:15議 女性
No 13:15議 女性
No 14:"歳 男性
No 15:21濃 女性
No 16:13濃 女性
No 17:16畿 男性
No 10:22餞 男性
No 19:コ議 男性
No 20:"壼 男性
No 21:16虚 女性
No 22:17患 女性
No 23:12歳 男性

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
接
触

※同じ時期に、
このクラスター

以外に、4例の

移入麻しんが報
告された

2008年の麻疹発生状況―沖縄県(:ASR,Vol.30p.34‐ 362009年2月号)
http:〃 idsc.nih.gojp/iasr/30ノ 348ノdi3483.html 靱

― ●●雷4“●
… "…
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沖縄県の麻しん排除関連指標
参照:WHO西太平洋地域事務局(WPRO)における麻疹対策(VoL28 p 261¨262:2007年 9月号}

確定麻しん症例数
―(年間確定例が100万人当たり1例以下、輸入例を除く)
一確定例:22例 (H19)→41例 (H20)→5例 (H21)と推移

集団免疫

―(麻しんに対する集団免疫が95%以上確保)
一いまだ I期～Ⅳ期とも95%には達していない
一 I期91.6%I期87.0%Ⅲ期83。9%Ⅳ期74口8%
サーベイランス

ー(1年間に報告される麻疹疑い症例が人口10万当たり1以
上であること等)
一疑い`柳1:132例 (H19)→220例 (H20)→60例 (H21)と推移

図1.2008年麻疹患者発生動向一沖縄県

3579111315171921232527293133353739414345474951迪

※流行期には、疑い例の報告も増加する傾向   帥
“ “
V4"“ 饉出お

“
獨Fd

2008年の麻疹発生状況―沖縄県(IASR,Vol.30p.34‐36:2009年 2月号)
http:〃 idsc.nih.goojpノ iasr′30/348/di3483.htrnl
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厚生労働省科学研究費補助金

「ウイルス感染症の効果的制ltpのための病原体サーベイランスシステムの検討」 麻しんウイルス研究小班
(研究代表者 清水博之、研究分担者 駒瀬勝啓)





PCR 抗体検査 ウイルス分離臨床診断のみ

RT―PCR ａ
Ｕ
■
■
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●

抗体検査 ■
υ
Ｏ
こ

ウイルス分離 1

臨床診断のみ ０
０
●
こ



地衛研における麻疹検査診断推進
のための取り組み

国立感染症研究所 ウイルス第3部

駒瀬勝啓

麻しん排除の定義 {WHo)

・ 適切なサーベイランスのもとで、常在性の     |
ウイルスによる麻しん症例が12ヶ月間以
上ないこと

常在性の麻しんウイルスがいない状態とは(排除状態)

1.麻しん発生率  年間人口百万人あたり1人未満
2.麻しんウイルス 輸入ウイルスによる症例のみ
3,流行の規模   lo人未満の流行が80%以上
4,ワクチン接種率 2回接種ともに95%以上

(人口の95%以上が免疫を持つている)



WHOが提唱するサーベイランス体制に

全数報告制

WHOに認定された組織による実験室診断

{National Laboratory:感染研を中心とした検査体制}

WHOの示すindicatOr(指標)を目標としたサーベイランス精度
麻しんlgM抗体測定 (EuSA法 )による診断

麻疹ウイルスの遺伝子型を同定し、流行しているウイルス型を
把握し、その結果を適切にWHOに報告する

麻疹病型別割合

2008重
「
(N=11′ 007) 2009年 (N=741)

修飾麻疹 :麻疹ウイルスに対する免疲を不十分ながらも保有したヒトが麻疹ウイルスに

群國罰饉塞塾嗣雛写躙 助露講どTttTIF

対する我が国の対応
０
　
　
　
　
　
０

●
　
　
　
　
　
●

地衛研口感染研による検査診断ネットワーク

臨



病原微生物検出情報による麻疹報告数

図 1.月別麻疹ウイルス分離・検出報告数、2006年 1月～2009年 12月
俯原微生物検出情報 :201αギニ月29日現在報告数)
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麻疹検査診断フローチャート図
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麻疹検査診断フローチャート図

菌師T優要機関
r

鰊

民間検査ャンター

Ю

[亨〒?督貯T〕

Ю
1 地方衛生研究所  |

可能ならば
48時間以内



地衛研への検体搬入促進のための試み
― 厚生科研費補助金事業(岡部班)による 一

0保健所に咽頭拭い液採集・輸送用培地を配布

0保健所に、冷蔵環境で検体を輸送できる容器を配
布 (バイオセーフティ対応)

→ 宅配業者等を利用した検体搬送を可能にする

・ 地衛研に搬送された検体数で今回の試行の効果を
検証

保健所に配布する輸送用容器、保存液

バイオパウチ
輸送ケース
(冷蔵、冷凍用)

爾
―――Ｉ

Щ

ユニバーサルバイラルトランスポート



課 題

・ 保健所、地衛研ヘ

全数麻疹検査診断を実施する行政上の根拠の提示

・ 医療機関への周知
→ 麻疹検査診断の重要性、必要性
→ 地衛研による麻疹検査診断の実施

0技術的な課題
医療機関等に輸送用培地を配布するタイミング、
方法等


